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変
わ
ら
な
い
、
ふ

ぉ
翠
　
変
わ
ら
な
い
、
ふ
る
さ
と
の
味
わ
い
。

こ
　

み
ち
の
く
の
ぬ
く
も
り
を
一
緒
に
添
え
て ,X緋
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昴
五
旦
公
儀
ビ
大
御
所

息
子
に
将
軍
職
を
譲
っ
た
家
康
は
、

秀
吉
が
失
敗
し
た

「
二
元
的
君
主
制
」
を
完
成
さ
せ
る

山
内
昌
之

b

L

や
ま

う

ち

ま

さ

り

き

歴
史
学
者

・

東
京
大
学
名
誉
教
授

一
、
東
大
入
試
日
本
史
の
徳
川
幕
府
論

問麟淋隊辞胸卜軌淑蜘陣麟取締陣嘲尊穀取坤境り凝った

新
井
白
石
は
、
『読
史
余
論
』
を

「本
朝
天
下
の
大
勢
、
九

変
し
て
武
家
の
代
と
な
り
、
武
家
の
代
ま
た
五
変
し
て
当
代

に
お
よ
ぶ
総
論
の
事
」
と
書
き
始
め
、
「九
変
五
変
論
」
と
よ

ば
れ
る
独
自
の
時
代
区
分
論
を
展
開
し
た
。
そ
の
要
旨
は
、

藤
原
良
房
の
摂
政
就
任
に
よ
る

「外
戚
専
権
の
始
」
を

一
変

　

０

と
し
た
後
、
藤
原
基
経
の
関
白
就
任
を
二
変
、
冷
泉
天
皇
の
　

●

世
か
ら

「外
威
、
権
を
専
に
」
し
た
の
を
三
変
、
後
三
条

・

・

白
河
両
天
皇
の
親
政
を
四
変
、
堀
河
天
皇
の
世
か
ら
の
院
政

‐

を
五
変
、
後
鳥
羽
天
皇
の
世
か
ら

「鎌
倉
殿
、
天
下
兵
馬
の

権
を
分
ち
つ
か
さ
ど
」

っ
た
の
を
六
変
、
後
堀
河
天
皇
の
世
か

ら
の
北
条
氏
の
執
権
政
治
を
七
変
、
後
醍
醐
天
皇
の
建
武
中

興
を
八
変
、
足
利
尊
氏
が
光
明
天
皇
を
立
て
て

「天
下
な
が

く
武
家
の
代
」
と
な

っ
た
の
を
九
変
と
し
、
ま
た

「武
家
の

代
」
に
つ
い
て
は
鎌
倉
幕
府
の
成
立
を

一
変
、
北
条
氏
の
執

権
政
治
を
二
変
、
室
町
幕
府
の
開
創
を
三
変
、
織
田

・
豊
臣

政
権

の
成
立
を

四
変
、

「
そ

の
の
ち
終
当
代

の
世
」

と
な

っ
た
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の
を
五
変
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
。

新
井
白
石
は
、
江
戸
中
期
の
六
代
家
宣
と
七
代
家
継
の
代
に
政

務
に
も
当
た
っ
た
儒
学
者
で
あ
る
。
設
間
は
、
「白
石
の
時
代
区

分
の
特
色
を
、
そ
の
な
か
に
重
複
し
た
部
分
が
現
わ
れ
る
こ
と
に

注
目
し
て
、
４
行
以
上
６
行
以
内
で
述
べ
よ
」
と
い
う
の
だ
。
出

題
者
は
、
政
治
権
力
が
天
皇
か
ら
外
戚
の
藤
原
氏
、
そ
し
て
上
皇

か
ら
武
家
の
代
に
九
変
し
て
移
り
、
武
家
の
代
も
五
変
し
て
徳
川

の
治
世
に
移
っ
た
事
実
を
踏
ま
え
、
白
石
が
歴
史
の
流
れ
を
公
家

政
治
か
ら
武
家
政
治

へ
の
転
換
と
し
て
理
解
し
た
と
答
え
る
こ
と

を
期
待
し
た
は
ず
だ
。
九
変
と
は
古
代
か
ら
続
く
天
皇
の
国
家
が

次
第
に
衰
退
し
、
つ
い
に
実
質
的
に
消
滅
す
る
ま
で
の
九
段
階
を

指
し
、
五
変
と
は
新
し
い
武
家
国
家
形
成
の
五
段
階
を
意
味
す

る
。
鎌
倉
幕
府
成
立
か
ら
南
北
朝
に
至
る
公
武
の

「並
立
」
を
経

て
、
南
朝
滅
亡
と
室
町
幕
府
の
出
現
に
よ
っ
て
、
武
家
権
力
の
一

元
政
治
が
定
着
す
る
筋
道
に
新
井
白
石
が
触
れ
た
事
実
に
受
験
生

が
着
日
し
、
白
石
が
徳
川
幕
府
の
政
治
的
正
統
性
を
史
実
と
論
理

の
両
面
で
証
明
し
た
と
書
け
ば
高
い
点
を
も
ら
え
た
の
だ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
入
試
問
題
に
は
、
徳
川
家
康
に
よ
る
幕
府
開
設
の

意
味
を
考
え
る
上
で
重
要
な
手
掛
か
り
が
二
つ
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
第

一
は
、
政
治
権
力
が
天
皇
か
ら
江
戸
幕
府
に
移

っ
た
意
味

を
白
石
が
時
代
区
分
に
よ
っ
て
正
当
化
し
た
こ
と
だ
。
「尊
氏
よ

り
下
は
、
朝
家
は
た
だ
虚
器
を
擁
せ
ら
れ
し
ま
ま
に
て
、
天
下
は

全
く
武
家
の
代
と
は
な
り
た
る
な
り
」
。
朝
廷
が
実
体
を
失

っ
た

と
語
る
白
石
は
―
朝
廷
政
治
か
ら
武
家
政
治

へ
の
変
動
を
儒
教
で

い
う
易
姓
革
命
と
し
て
把
握
し
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。

第
二
は
、
豊
臣
の
滅
亡
と
徳
川
の
興
隆
を
歴
史
の
必
然
性
と
し

て
正
当
化
し
た
点
で
あ
る
。
秀
吉
の
遺
児
で
自
分
の
孫
婿
だ

っ
た

秀
頼
を
死
に
追
い
や
っ
た
大
坂
夏
の
陣
は
、
天
下
人
の
家
康
に
も

複
雑
な
陰
助
を
心
に
残
し
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
白
石
は
、
秀

吉
そ
の
人
が
信
長
の
子
や
孫
が

「愚
闇
」
か

「幼
」
な
る
を
欺
き

国
を
奪
っ
た
報
い
と
し
て
二
代
で
終
わ
っ
た
点
を
強
調
す
る
。
白

石
は

「そ
の
遺
風
の
世
の
害
を
な
せ
る
事
の
み
あ
る
」
と
し
て
、

太
間
検
地
や
刑
罰
の
過
酷
さ
、
武
家
官
位
の
過
剰
な
上
昇
、
財
を

浪
費
す
る
贅
沢
ぶ
り
を
批
判
し
、
家
康
の
権
力
掌
握
を
歴
史
の
必

然
的
な
流
れ
に
位
置
づ
け
た
。

後
醍
醐
天
皇
の
新
政
が
挫
折
し
た
後
、
南
朝
が
滅
び
て
足
利
、

織
田
、
豊
臣
に
よ
る

「武
家
の
代
」
が
到
来
し
て
も
、
統
治
が
不

韓

巽

メ

韓

郊

拡

籍

”
端

「王
者
」
が
出
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
家
康
こ
そ
泰
平
の
世
を
持

続
的
に
も
た
ら
す
工
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
天
下
の
人
び
と
が

自
ず
か
ら
つ
き
従

っ
た
、
と
白
石
は
説
い
た
。
ま
さ
に

「服
従
さ

れ
な
い
者
に
は
権
力
な
し
」
と
い
う
ア
ラ
ブ
の
諺
は
、
家
康
に
こ


